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み
な
さ
ん
、
お
元
気
で
す
か
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
は
春
分
を
控
え
、
日
に
日
に
暖
か
く
な
っ
て
い

ま
す
。
用
水
路
沿
い
の
柳
の
新
緑
が
鮮
や
か
で

す
。
増
水
が
間
も
な
く
始
ま
り
、
河
川
工
事
が
一

息
つ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
異
常
気
象
と
飢
饉

　
こ
こ
は
冬
が
雨
季
で
、
例
年
な
ら
高
山
に
雪
が

積
り
、
低
地
は
湿
気
を
帯
び
ま
す
。
積
雪
は
貯
水

槽
で
、
そ
の
年
の
川
の
水
量
を
決
め
る
と
共
に
、

低
地
の
雨
は
主
食
の
小
麦
の
収
穫
を
保
障
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
今
冬
は
異
例
の
少
雨
で
し
た
。
東
部

で
は
、
冬
中
を
通
し
て
、
わ
ず
か
一
週
間
前
後
の

雨
し
か
降
ら
ず
、
天
水
に
頼
る
麦
作
が
全
滅
し
ま

し
た
。
河
川
も
異
常
に
水
位
が
下
が
り
、
細
々
と

川
の
水
に
頼
っ
て
き
た
地
域
も
取
水
で
き
ず
、
灌

水
を
諦
め
た
地
域
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
。
飢
饉
が

確
実
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
作
業
地
で
は
、
カ
マ
第
Ⅰ

堰ぜ
き

で
臨
時
塞せ

き
上
げ
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
も
の

の
、
総
じ
て
良
く
機
能
し
て
お
り
、
渇
水
を
乗
り

切
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
ナ
ン
ガ
ラ
ハ
ル
州
北

部
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
は
民
心
が
安
定
し
、
人
口
が

爆
発
的
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
北
に
あ
る
ク
ナ
ー

ル
州
は
飢
饉
が
広
が
り
、
土
漠
と
化
し
た
ナ
ン
ガ

ラ
ハ
ル
州
南
部
、
ス
ピ
ン
ガ
ル
山
麓
で
は
外
国
か

ら
来
た
武
装
グ
ル
ー
プ
が
跋ば

っ

扈こ

、
市
内
に
難
民
が

急
増
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
中
に
あ
っ
て
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
作
業
地
周
辺
で

は
、
農
業
生
産
が
増
し
た
だ
け
ゆ
と
り
が
あ
り
、

多
く
の
難
民
に
職
を
与
え
る
場
に
も
な
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。
沿
道
に
は
所
狭
し
と
バ
ザ
ー
ル
が
広

が
り
、
野
菜
果
物
な
ど
の
農
産
物
が
売
ら
れ
て
い

ま
す
。
人
々
が
行
き
交
い
、
降
っ
て
わ
い
た
よ
う

な
賑
わ
い
が
到
る
所
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。「
も
し
こ
こ
が
沙
漠
地
帯
の
ま
ま
だ
っ
た

ら
、
大
混
乱
だ
っ
た
ろ
う
」
と
人
々
は
感
謝
し
ま

す
。
こ
の
と
こ
ろ
、
以
前
の
よ
う
に
パ
キ
ス
タ
ン

側
へ
難
民
化
す
る
こ
と
さ
え
で
き
な
い
状
態
が
続

い
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
河
か
ら
人
里
を
見
る
視
点

　
こ
れ
ま
で
報
告
し
た
よ
う
に
、「
緑
の
大
地
計

画
」
は
、「
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
安
定
灌か

ん

漑が
い

地
域

一
六
、
五
〇
〇
ha
（
六
五
万
人
）」
を
目
標
に
掲

げ
、
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
（
国
際
協
力
機
構
）
共
同
事
業
で
建
設
中
の
ミ ここ数年の洪水で殆ど壊滅した既存の取水堰と取水口　ミラーン堰上流対岸

（2016年2月17日）

飢
饉
が
確
実
視
さ
れ
る
中
、

　Ｐ
Ｍ
Ｓ
作
業
地
で
は
作
物
の
増
産

　―
―
ミ
ラ
ー
ン
堰
は
事
実
上
完
成
、ガ
ン
ベ
リ
農
場
も
合
法
的
所
有

Ｐ
Ｍ
Ｓ
（
平
和
医
療
団
・
日
本
）
総
院
長
／
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
現
地
代
表

　中
村  

哲
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ラ
ー
ン
堰
が
完
成
す
る
と
、
そ
の
約
九
〇
％
以
上

を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ミ
ラ
ー
ン
堰
は
事
実
上
完
成
し
、
今
年
秋
に
全

作
業
を
終
え
ま
す
。
着
工
以
来
一
年
半
、
苦
難
の

連
続
で
し
た
が
、
職
員･

作
業
員
た
ち
の
根
気
と

気
力
で
乗
り
切
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

河
川
は
何
が
起
き
る
か
予
測
が
つ
き
ま
せ
ん
。

昨
夏
の
大
洪
水
で
上
流
に
大
き
な
支
流
が
発
生
、

対
岸
村
落
の
数
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
耕
地
を
失
っ
た完成したミラーン取水口。水量は豊富に取れ、予定の1100ヘクタール以上を潤せ

る（2016年2月）

上：現在進行中のミラーン堰上流のしめきり堤護岸工事で広大
な地域に恩恵が及ぼうとしている。ミラーン護岸堤防を加える
と4680mとなり、PMSにとっては記録的

右：しめきり堤。嵩上げと同時に石出し水制（30基以上）で根固め
を施す
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上
、
主
流
が
二
分
さ
れ
て
建
設
中
の
堰
に
十
分
な

水
量
が
来
な
く
な
っ
た
の
で
す
。
こ
の
た
め
、
低

水
位
の
冬
を
待
ち
、
分
流
を
し
め
き
っ
て
水
量
を

回
復
し
ま
し
た
。
こ
の
し
め
き
り
堤
建
設
が
ま

た
、
泥
沼
の
難
工
事
と
な
り
ま
し
た
。
上
が
っ
て

く
る
河
の
水
位
に
焦
り
な
が
ら
、
現
在
約
二
㎞
に

及
ぶ
堤
防
建
設
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
取
水
堰
の
建
設
は
、
周
辺
河
川
の
治
水
、
洪
水

対
策
と
切
り
離
せ
ま
せ
ん
。
日
本
で
は
、
河
川
局

と
農
政
局
が
協
力
し
、
こ
の
種
の
工
事
が
行
わ
れ

ま
す
が
、
現
地
で
は
、
そ
う
い
っ
た
行
政
組
織
そ

の
も
の
が
ま
と
も
に
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
の

情
勢
下
で
、
当
分
実
現
す
る
見
通
し
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
い
き
お
い
、
自
分
た
ち
で
地
域
行
政
や

自
治
会
と
力
を
併
せ
て
や
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

こ
の
辺
り
が
、
日
本
側
で
理
解
さ
れ
に
く
い
こ
と

の
一
つ
で
す
。
し
か
し
、
逆
に
言
う
と
、
国
家
間

援
助
が
機
能
し
に
く
い
が
故
に
、
地
域
に
根
ざ
す

私
た
ち
の
役
割
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

　
今
回
の
ミ
ラ
ー
ン
堰
建
設
は
、
様
々
な
教
訓
を

残
し
ま
し
た
。
技
術
的
に
は
、
急
流
河
川
の
治
水

＝
河
道
整
備
と
適
切
な
護
岸
で
す
。
今
ま
で
人
里

か
ら
河
を
見
て
き
ま
し
た
が
、
河
か
ら
人
里
を
見

る
視
点
で
す
。
今
回
の
事
業
で
更
に
鍛
え
ら
れ
、

私
た
ち
な
り
に
一
つ
の
適
正
技
術
が
確
立
さ
れ
た

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
広
域
普
及
と
訓
練
所
設
立

「
地
元
で
維
持
可
能
」、「
現
場
主
義
」
と
口
で
言

う
の
は
簡
単
で
す
が
、
実
際
に
手
を
染
め
れ
ば
、

相
手
は
大
自
然
と
、
日
本
人
に
な
じ
み
の
薄
い
風

土
や
文
化
、
そ
う
思
い
通
り
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

近
代
的
な
都
市
空
間
で
暮
ら
し
て
い
る
と
、
ま
す

ま
す
自
然
か
ら
遠
ざ
か
り
、
こ
と
ば
や
情
報
だ
け

で
事
が
進
む
よ
う
な
錯
覚
に
陥
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
日
本
だ
け
で
な
く
、
こ
こ
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

も
同
じ
で
、「
取
水
堰
の
重
要
性
」
を
理
屈
で
納

得
し
て
も
ら
う
の
は
五
分
で
済
み
、
取
水
堰
を
作

る
の
は
五
年
以
上
か
か
り
ま
す
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
方
式
の

取
水
技
術
を
他
地
域
へ
普
及
す
る
模
索
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
が
、
技
術
者
ら
を
講
義
で
は
な
く
、
現

場
作
業
で
長
期
的
に
育
成
す
る
方
針
で
す
。

　
と
は
い
え
、
他
の
地
域
で
は
農
地
荒
廃
の
進
行

が
予
想
以
上
に
早
く
、
見
る
に
忍
び
な
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
は
、
こ
れ
ま
で
の
行
き
が
か

り
を
捨
て
て
、
心
あ
る
全
勢
力
と
大
同
、
当
面
は

訓
練
所
設
立
が
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
教

材
の
一
環
と
し
て
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
灌
漑
技
術
を
紹
介

す
る
書
籍
の
出
版
や
、
斜
め
堰
の
模
型
製
作
な
ど

も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
動
き
に
関
連
し
て
、
殺
人
的
な

渉
外
・
事
務
処
理
に
追
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ

も
緊
急
工
事
に
忙
殺
さ
れ
る
中
で
す
。
こ
の
方
面

で
日
本
側
の
協
力
が
な
け
れ
ば
長
続
き
し
な
い
こ

と
を
身
に
し
み
て
痛
感
、
そ
の
目
的
で
最
近
日
本

側
で
発
足
し
た
「
現
地
支
援
室
」（
仮
称
）
の
充

実
が
、
今
後
の
カ
ギ
を
握
る
と
見
て
い
ま
す
。

　
第
二
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
（
対
岸
へ
の
展
開
）

　
ま
た
、
今
回
の
事
業
は
、
計
画
地
の
中
で
残
る

聖
域
で
あ
っ
た
対
岸
地
帯
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
容

易
に
し
ま
し
た
。
こ
の
地
域
を
今
秋
着
工
の
予
定

地
に
選
び
、
対
岸
四
ケ
村
（
約
三
万
名
・
耕
地
面

積
八
五
〇
ha
）
の
復
興
を
手
が
け
ま
す
。
お
そ
ら

く
、
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
建
設
に
次
ぐ
大
仕
事

に
な
り
ま
す
。
同
時
に
カ
シ
コ
ー
ト
用
水
路
九
・

八
㎞
の
建
設
、
ガ
ン
ベ
リ
地
域
の
排
水
路
網
の
建

設
を
進
め
ま
す
。

　
か
く
て
「
緑
の
大
地
計
画
」
は
、
長
い
仕
上
げ コーティ―、タラ―ン、カチャラ、ベラの各村自治会代表らと会議。写真右

列奥に中村医師、その隣にはジア医師等PMS職員達（2016年2月18日）
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段
階
に
入
り
ま
す
。
詳

細
は
追
っ
て
紹
介
し
ま

す
。

　
無
条
件
に
現
地
の

　
生
命
を
考
え
る

「
日
本
が
困
っ
て
い
る

の
に
」
と
批
評
す
る

声
、
逆
に
平
和
運
動
の

一
環
と
見
な
し
て
支
持

す
る
声
も
聞
き
ま
す
。

だ
が
、
逃
げ
場
の
な
い

現
地
の
人
々
の
生
命
を

無
条
件
に
考
え
る
評
者

は
、
少
な
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
こ
の
火
急
の

折
、
つ
ま
ら
な
い
争
い

や
議
論
に
巻
き
込
ま
れ

ず
、
着
実
に
歩
み
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
健

康
な
者
に
医
者
は
要
り

ま
せ
ん
。
本
当
に
窮
し

て
い
る
今
で
こ
そ
、
力

添
え
が
必
要
だ
か
ら
で

す
。

　
殺
伐
な
話
が
多
い

中
、
こ
こ
に
は
希
望
と

人
間
ら
し
い
喜
び
が
あ

り
ま
す
。
困
っ
た
人
々

を
救
済
す
る
と
い
う
美
談
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私

た
ち
も
ま
た
、
人
の
温
も
り
に
触
れ
、
自
然
の
恵

み
を
知
り
、
生
き
る
気
力
を
養
っ
て
き
ま
し
た
。

　
皆
様
の
協
力
な
し
に
、
本
事
業
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
変
わ
ら
ぬ
温
か
い
ご
関
心
に
感
謝
し
、

引
き
続
き
、
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
平
成
二
八
年
三
月
　
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
に
て

　
ガ
ン
ベ
リ
農
場
　
合
法
的
な
所
有
な
る

　
追
伸
。

「
自
立
定
着
村
構
想
」
は
、
行
政
側
の
新
規
定
で

マルワリードⅡ計画地域全体図（2016年2月）

ガンベリ農場の土地貸与契約成立（2016年2月20日）

計画地域全体図 (2016.3.28更新）

計画地域

取水口と爛

璽岸鰻防

主幹水路と分水路

.節池

-＾ヽ—ノ 主妻排水路
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方
針
を
変
え
、
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、「
ガ
ン
ベ

リ
農
場
の
合
法
的
所
有
」
が
、
こ
の
三
年
間
の
最

大
懸
案
で
し
た
。
最
近
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
や
大

使
館
初
め
、
各
方
面
の
協
力
を
得
て
、
落
着
い
て

き
ま
し
た
。
去
る
二
月
二
〇
日
、
カ
ブ
ー
ル
政
府

の
土
地
管
理
局
で
署
名
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
Ｐ
Ｍ
Ｓ
は
自
立
と
存
続
の
基
礎

を
得
ま
し
た
。
ジ
ア
先
生
以
下
、
地
元
の
努
力
は

大
変
な
も
の
で
、
血
の
に
じ
む
よ
う
な
や
り
取
り

で
し
た
が
、
二
二
〇
町
歩
を
合
法
所
有
、
二
〇
年

間
自
由
に
農
地
と
し
て
使
え
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
が
続
く
限

り
二
〇
年
毎
に
更
新
で
き
ま
す
。
小
生
は
そ
ん
な

に
長
く
生
き
ま
せ
ん
が
、
モ
デ
ル
農
場
は
、
職
員

の
自
活
だ
け
で
な
く
、
き
っ
と
地
域
の
農
業
振
興

の
上
で
、
大
き
な
働
き
を
す
る
と
思
い
ま
す
。
今

後
の
焦
点
は
、
い
か
に
Ｐ
Ｍ
Ｓ
を
継
続
さ
せ
る
か

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
先ま

ず
は
、
感
謝
を
以
て
、
お
伝
え
し
ま
す
。

中な
か

村む
ら

　哲て
つ

…
九
州
大

学
医
学
部
卒
。
専
門

＝
神
経
内
科
（
現
地

で
は
内
科
・
外
科
も

こ
な
す
）。
国
内
の

病
院
勤
務
を
経
て
、

一
九
八
四
年
パ
キ
ス
タ
ン
・
カ
イ
バ
ル
・
パ
ク

ト
ゥ
ン
ク
ワ
州
（
旧
北
西
辺
境
州
）
の
州
都

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
赴
任
。
ハ
ン
セ
ン
病
の
診

療
を
柱
に
し
た
、
貧
困
層
の
診
療
に
携
る
。

八
六
年
か
ら
は
ア
フ
ガ
ン
難
民
の
た
め
の
事

業
を
設
立
し
、
ア
フ
ガ
ン
北
東
山
岳
部
に
三

つ
の
診
療
所
を
開
設
。
九
八
年
に
は
基
地
病

院
Ｐ
Ｍ
Ｓ
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
建
設
。
ま
た

病
院
・
診
療
所
で
患
者
を
待
つ
だ
け
で
な
く
、

パ
キ
ス
タ
ン
北
部
山
岳
地
帯
の
診
療
所
を
拠

点
に
巡
回
診
療
も
開
始
し
た
。
最
大
時
一
〇

ヵ
所
の
診
療
所
を
運
営
。
二
〇
〇
〇
年
以
降

は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
襲
っ
た
大
干か
ん

ば
つ

対
策
の
た
め
の
水
源
確
保
（
井
戸
掘
り
・
カ

レ
ー
ズ
の
復
旧
。
作
業
地
千
六
百
ヵ
所
以
上
）

事
業
を
実
践
。
さ
ら
に
〇
二
年
春
か
ら
ア
フ

ガ
ン
東
部
山
村
で
の
長
期
的
復
興
計
画
「
緑

の
大
地
計
画
」
を
開
始
、
〇
三
年
三
月
か
ら

は
灌
漑
水
利
計
画
に
着
手
し
、
一
〇
年
三
月

全
長
約
二
五
キ
ロ
が
開
通
し
た
。
ダ
ラ
エ
ヌ

ー
ル
診
療
所
の
年
間
診
療
数
約
四
万
六
千
人

（
二
〇
一
四
年
度
）。

ガンベリ沙漠に建設したPMS農業事務所。職員と地域の作業員、そして無数の
協力によって造られた（2016年3月17日）

主幹排水路着工式の祈り。シギ村（2016年3月1日）
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【カラー特集】蛇
じゃ

籠
かご

工・柳
りゅう

枝
し

工
ＰＭＳの水路護岸工事に不可欠の蛇籠工、柳枝工を各作業地の写真で紹介します。

ガンベリ沙漠横断水路。編んだ平面の網を、現場で繋ぎ合わせ石を詰めて籠を閉じる（2009年4月9日）

上：2003年のPMS作業場。メッキ加工された３ミリと４ミリの鉄線を
PMS規定の寸法に切って蛇籠編みの下準備をする。現在は鉄筋加工
や土管造りと共にガンベリ農業事務所の隣に作業場を置き、ザミール
グル責任者率いるチームが働いている（2003年6月25日）

右：蛇籠を編む。2003年から始めたPMS蛇籠作業場。今ではベテラン
技師となっている（2003年8月19日）
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カシコート主幹水路。地域の作業員たちの労苦によって積み上げられた蛇籠は壮観(2013年1月14日)

上：カマ第Ⅱ主幹水路。用水路両壁の蛇籠工背面に柳
の枝を挿し木する（柳枝工）（2013年1月14日）

右：柳枝工に使用する柳の枝。マルワリード用水路用
に柳枝工を始めた時、周辺の村に呼びかけ、小枝１本
１ルピー（約２円弱）で買い取っていた。時には写真
のように大量に持ち込む村民もいた。現在では柳も十
分成長し自前で準備が出来るようになっている（2005
年11月9日）
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用水路浚渫中。２段目の蛇籠の背面に柳を挿し木して７年後のマルワリード用水路。蛇籠の石は柳の根で見えない。周り
の樹の幹は成長した柳である（2011年10月12日）

ガンベリ横断水路。蛇籠工と柳枝工を施した用水路。柳がこの位成長すると蛇籠の石の間に根がびっしり入り込み、水や
りは要らなくなる（2015年7月11日）
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ベスード護岸堤に施された植生工。河側法面の巨礫間に柳枝工、堤２段目法
のり
尻
じり
にはユーカリが植えられた。石の間に芽吹

いた柳が見える（2011年4月16日）

ユーカリ

柳の挿し木

上写真と同所を対岸から見る。柳枝工４年後の増水期。河に面しているのは柳、その後ろはユーカリ（2015年7月8日）

ミラーン堰工事では、新たなこころみとして、砂州固定に柳枝工が施された（2015年11月19日）



11 2016 年 4 月 13 日ペシャワール会報　No.127
	

　
私
は
、
ナ
ン
ガ
ラ
ハ
ル
州
ホ
ギ
ャ
ニ
郡
出
身
の

ヌ
ー
ル	

グ
ル
の
息
子
、
ム
ニ
ー
ル	
グ
ル
と
申
し

ま
す
。

　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
に
は
メ
カ
ニ
ッ
ク
と
し
て
二
〇
〇
一
年

に
雇
用
さ
れ
、
最
初
は
ソ
ル
フ
ロ
ッ
ド
郡
で
の
飲

料
水
の
井
戸
掘
り
事
業
に
従
事
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
ロ
ダ
ッ
ト
や
ア
チ
ン
郡
で
の
同
様
の
井
戸
掘
り

事
業
で
働
き
ま
し
た
。
こ
の
事
業
で
、
干
ば
つ
で

困
っ
て
い
た
周
辺
住
民
に
清
潔
な
水
や
仕
事
を
提

供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
灌
漑
事

業
の
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
建
設
で
重
機
関
係
の

仕
事
に
携
わ
り
ま
し
た
。
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路

二
五
㎞
地
点
の
ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
に
到
達
し
て
以
降

は
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
開
拓
農
場
で
働
い

て
い
ま
す
。

　
こ
の
仕
事
の
お
か
げ
で
家
族
の
た
め
に
ま
っ
と

う
な
収
入
を
得
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
国

に
奉
仕
す
る
こ
と
が
出
来
て
い
ま
す
。

　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
ジ
ャ
パ
ン
に
は
、
私
の
経
済
的
状
況
を

プ
ラ
ス
の
方
向
に
向
け
て
、
難
民
と
な
ら
ず
に
自

分
の
村
で
生
活
で
き
る
よ
う
に
し
て
下
さ
っ
た
事

に
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
　
多
謝
　
二
〇
一
六
年
二
月
末

難
民
と
な
ら
ず

　家
族
が
暮
ら
せ
ま
す

　

　
　

　
　
　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
職
員
／
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
シ
ス
タ
ン
ト

　
　
ム
ニ
ー
ル 

グ
ル

◎
現
地
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
便
り

ガンベリ農園のオレンジ園（2015年10月11日）

　
私
は
サ
ハ
ル	

グ
ル
の
娘
で
パ
リ	

グ
ル
と
申
し

ま
す
。
一
三
六
四
年
ア
フ
ガ
ン
暦
（
西
暦
一
九
八

六
年
）
に
、
ナ
ン
ガ
ラ
ハ
ル
・
ヘ
ル
ス
・
イ
ン
ス

テ
ィ
チ
ュ
ー
ト
の
看
護
・
助
産
師
学
科
を
卒
業
し

ま
し
た
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
に
勤
め
る
前
は
、
ナ
ン
ガ
ラ
ハ

ル
州
立
病
院
と
民
間
病
院
で
働
い
て
い
ま
し
た
。

　
助
産
師
と
し
て
Ｐ
Ｍ
Ｓ
に
雇
用
さ
れ
た
の
は
二

〇
一
二
年
四
月
二
一
日
で
、
勤
務
先
は
ダ
ラ
エ
ヌ

ー
ル
の
カ
ラ
イ
シ
ャ
ヒ
村
に
あ
る
Ｐ
Ｍ
Ｓ
ダ
ラ
エ

ヌ
ー
ル
診
療
所
で
し
た
。
朝
八
時
に
出
勤
し
、
女

性
に
多
い
神
経
痛
患
者
の
受
付
を
済
ま
せ
た
後
、

検
診
室
で
小
児
の
保
健
や
家
族
計
画
に
つ
い
て
女

性
患
者
さ
ん
達
に
指
導
を
し
て
い
ま
す
。
出
産
前

や
出
産
後
の
検
査
を
し
て
薬
を
出
し
た
り
、
検
診

を
し
出
産
に
も
付
き
添
い
ま
す
。

　
私
が
こ
の
カ
ラ
イ
シ
ャ
ヒ
村
の
診
療
所
で
働
く

こ
と
を
、
周
辺
住
民
は
大
変
喜
ん
で
い
ま
す
。
私

が
こ
こ
に
来
る
前
は
、
妊
産
婦
は
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー

ド
市
民
病
院
ま
で
行
っ
て
妊
婦
健
診
、
出
産
指
導

妊
産
婦
の
保
健
相
談
も

　で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
職
員
／
助
産
師

パ
リ 

グ
ル
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私
は
ナ
ン
ガ
ラ
ハ
ル
州
カ
マ
郡
カ
ラ
ピ
ー
ル
ザ

イ
村
出
身
の
ミ
ー
ル		

ア
ブ		

オ
ド
ウ
ー
ド
の
息

子
で
、
グ
ラ
ム		

ナ
ビ
と
申
し
ま
す
。

　
私
は
一
九
九
一
年
に
パ
キ
ス
タ
ン
の
ペ
シ
ャ
ワ

ー
ル
に
あ
っ
た
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
病
院
（
ジ
ャ

パ
ン
・
ア
フ
ガ
ン
・
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
）
の

運
転
手
と
し
て
勤
め
始
め
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
山
岳
無
医
村

地
区
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
、
ダ
ラ
エ
ワ
マ
、
ダ
ラ
エ
ピ

ー
チ
各
診
療
所
や
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
山
岳
無
医
村

地
区
ラ
シ
ュ
ト
の
ヤ
ル
フ
ー
ン
、
マ
ス
ツ
ー
ジ
、

コ
ー
ヒ
ス
タ
ン
、
二
〇
〇
一
年
三
月
に
は
カ
ー
ブ

ル
の
カ
ラ
エ
ザ
マ
ン
ハ
ー
ン
、
ダ
シ
ュ
ト
バ
ル
チ
、

チ
ャ
ル
ス
ト
ー
ン
の
診
療
所
な
ど
数
多
く
の
任
地

で
勤
務
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
干
ば
つ
で
食
糧
難
に
遭
遇
し
て
い
た

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
首
都
カ
ー
ブ
ル
や
ジ
ャ
ラ
ラ

バ
ー
ド
で
の
緊
急
食
料
配
給
の
事
業
で
も
働
き
、

ア
チ
ン
、
チ
ャ
プ
ラ
ハ
ー
ル
、
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
、

ソ
ル
フ
ロ
ッ
ド
で
の
井
戸
掘
削
現
場
で
も
働
き
ま

し
た
。

　
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
基
地
病
院
で
は
ド
ク
タ
ー
中

ド
ク
タ
ー
中
村
の
も
と
で

　二
五
年
間
働
い
て
き
ま
し
た

　
　

　
　
　
　
　
　
Ｐ
Ｍ
Ｓ
職
員
／
運
転
手

　
　
グ
ラ
ム  

ナ
ビ

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
現
在

で
は
こ
の
診
療
所
で
妊
婦
さ
ん
達
の
保
健
相
談
や

出
産
指
導
ま
で
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
は
医
療
以
外
に
も
、
マ
ル
ワ
リ

ー
ド
用
水
路
を
は
じ
め
、
カ
シ
コ
ー
ト
、
シ
ギ
、

カ
シ
マ
バ
ー
ド
（
ベ
ス
ー
ド
）、
シ
ェ
イ
ワ
、
ミ

ラ
ー
ン
、
カ
マ
で
の
既
存
の
取
水
口
改
修
・
建
設
、

さ
ら
に
は
ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
で
の
農
業
（
自
立
定
着

村
）
な
ど
た
く
さ
ん
の
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
ナ 母子保健向上のため州の保健省、ダラエヌール各村自治会代表が参加しての式典。

勤続20年以上の古参と新職員たちで営 と々診療が続けられている（2013年2月9日）

ン
ガ
ラ
ハ
ル
州
の
住
民
は
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
こ
れ
ら
の
事

業
に
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
皆
様
に
感
謝
致

し
ま
す
。

ガンベリ農場のアルファルファ―畑で。グラム	ナビ運転手（右）



13 2016 年 4 月 13 日ペシャワール会報　No.127

村
や
日
本
人
ワ
ー
カ
ー
の
運
転
手
を
五
年
間
担
当

し
、
シ
ェ
イ
ワ
、
カ
シ
コ
ー
ト
、
カ
シ
マ
バ
ー
ド
、

カ
マ
第
Ⅰ
、
カ
マ
第
Ⅱ
の
取
水
口
建
設
、
カ
マ
＝

ベ
ス
ー
ド
水
利
事
業
、
ミ
ラ
ー
ン
取
水
口
建
設
等

に
従
事
し
て
来
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
長
く
Ｐ
Ｍ
Ｓ
に
務
め
て
き
ま
し
た

が
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
、
特
に
ド
ク
タ

ー
中
村
と
ド
ク
タ
ー
ジ
ア	

ウ
ル	

ラ
フ
マ
ン
に
は
、

私
を
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
一
員
と
し
て
受
け
入
れ
て
下
さ
っ

た
事
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

ご
支
援
に
感
謝
致
し
ま
す
。	

　
　
二
〇
一
六
年
二
月
末

　
川

　
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
で
働
き
始
め
て
一
カ
月
、
本

当
は
今
頃
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
現
地
の
み
ん
な
と

働
い
て
い
る
予
定
で
し
た
が
、
事
務
所
で
の
仕
事

が
続
い
て
い
ま
す
。
仕
事
を
覚
え
な
が
ら
、
英

語
、
パ
シ
ュ
ト
ゥ
語
、
河
の
こ
と
を
勉
強
し
て
い

ま
す
。

　
私
は
福
岡
県
の
南
部
に
あ
る
矢
部
川
と
星
野
川

が
交
わ
る
場
所
で
育
ち
ま
し
た
。
川
遊
び
が
あ
ん

な
に
楽
し
か
っ
た
の
は
、
多
種
多
様
な
生
物
が
子

ど
も
の
心
を
飽
き
さ
せ
な
か
っ
た
か
ら
か
な
と
思

い
ま
す
。
や
ま
た
ろ
蟹
、
す
っ
ぽ
ん
、
う
な
ぎ
、

鮎
。
仕
掛
け
を
あ
げ
る
前
は
胸
が
高
鳴
り
、
友
達

と
大
漁
を
祝
っ
て
、
と
っ
た
魚
を
塩
焼
き
に
し
て

食
べ
る
こ
と
は
格
別
の
ご
褒
美
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
社
会
に
で
て
建
築
現
場
で
働
い
て
い

た
経
験
か
ら
、
中
村
先
生
の
描
か
れ
た
設
計
図
を

見
な
が
ら
藤
田
さ
ん
の
話
と
と
も
に
現
地
の
こ
と

を
想
像
し
ま
す
。

　
山
田
堰
を
訪
れ
て

　
私
の
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
で
の
初
仕
事
は
筑
後
川

の
上
流
部
、
朝
倉
市
に
あ
る
山
田
堰ぜ
き

の
見
学
で

す
。
江
戸
時
代
に
つ
く
ら
れ
た
工
法
で
、
こ
れ
が

マ
ル
ワ
リ
ー
ド
堰
の
元
と
な
っ
た
と
聞
い
て
い
ま

し
た
。
事
務
所
の
先
輩
方
は
何
度
も
訪
れ
て
い
る

◎
ワ
ー
カ
ー
通
信

新
人
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

  

　
　山
田
堰
を
訪
れ
る

　
　
　
　
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
事
務
局
・
現
地
連
絡
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　東ひ

が
し

　達
也

よ
う
で
、
測
量
や
気
に
な
る
点
を
見
な
が
ら
、
私

に
も
山
田
堰
の
こ
と
を
た
く
さ
ん
教
え
て
く
れ
ま

す
。「
ほ
ー
」、「
な
る
ほ
ど
」
と
思
う
こ
と
は
ど

れ
も
単
純
な
こ
と
で
す
が
、
勿
論
知
ら
な
い
こ
と

ば
か
り
で
す
。
山
田
堰
で
は
、
水
の
流
れ
を
つ
か

い
、
水
の
力
を
拡
散
さ
せ
、
堰
自
身
の
浸
食
や
崩

壊
を
ふ
せ
い
で
い
ま
す
。
水
の
特
性
を
つ
か
っペシャワール会事務所で作業中の筆者（左）、浦田、石橋（2016年3月30日）
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て
、
堰
を
護
る
た
め
の
特
徴
を
以
下
に
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
勾
配
と
突
起
石
で
堰
を
護
る

　
私
た
ち
の
生
活
の
中
で
身
の
回
り
に
あ
る
水
勾

配
に
は
、
台
所
、
風
呂
、
便
所
等
、
水
を
つ
か
う

と
こ
ろ
に
あ
る
排
水
配
管
が
あ
り
ま
す
。
排
水
も

川
同
様
に
、
高
い
と
こ
ろ
か
ら
低
い
と
こ
ろ
へ
流

れ
ま
す
。
道
路
の
下
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
、
と
て

も
大
き
な
排
水
本
管
も
同
様
で
す
。
勾
配
を
設
け

る
こ
と
で
水
を
流
し
ま
す
。
川
の
水
と
排
水
の
水

が
流
れ
る
原
理
は
同
じ
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、

絶
対
的
に
違
う
の
が
水
の
量
だ
と
思
い
ま
す
。
雨

が
た
く
さ
ん
降
り
、
洪
水
が
お
こ
れ
ば
、
川
は
茶

色
の
濁
流
と
な
り
、
ボ
ー
ト
を
浮
か
べ
川
下
り
を

し
よ
う
も
の
な
ら
転
覆
し
、
体
は
傷
だ
ら
け
、
骨

折
ま
で
し
て
し
ま
う
。
な
す
す
べ
は
な
く
、
想
像

を
超
え
る
衝
撃
と
力
が
、
体
を
無
茶
苦
茶
に
す

る
。
堰
は
終
始
こ
の
衝
撃
を
う
け
て
機
能
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
堰
が
単
な
る
構
造
物
の
箱
だ
っ

た
ら
、
水
が
ぶ
つ
か
り
崩
壊
し
て
し
ま
う
の
は
想

像
で
き
ま
す
。

　
山
田
堰
が
数
百
年
機
能
し
続
け
る
の
に
は
い
く

つ
も
の
作
用
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
中
の
ひ

と
つ
、
勾
配
を
利
用
し
堰
を
護
る
技
法
は
、
ま
ず

堰
全
体
を
見
渡
す
と
、
水
が
勾
配
に
あ
わ
せ
て
流

れ
て
い
く
の
が
み
え
ま
す
。
次
に
堰
の
中
を
歩
い

て
み
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
に
枝
わ
か
れ
し
な
が
ら
水

が
流
れ
て
い
き
ま
す
。
水
が
一
点
に
集
ま
り
大
き

な
流
れ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
広
域
な
勾
配
で
水

を
振
り
分
け
る
勾
配
分
配
と
、
小
域
な
勾
配
で
、

こ
っ
ち
か
ら
き
た
水
と
そ
っ
ち
か
ら
き
た
水
が
、

ぶ
つ
か
る
、
勾
配
尺
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
水
の

特
性
を
つ
か
う
こ
と
で
、
水
が
振
り
分
け
ら
れ
、

ぶ
つ
か
り
、
勢
い
を
弱
め
る
よ
う
に
勾
配
設
計
し
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　チ
ェ
ル
（
四
十
）

　
　
　
　
　
　
　甲
斐
大
策

　

バ
ル
フ
で
、
政
府
が
人
々
か
ら
徴
収
し
た
銃
を
潰
す
作
業
に
従
事

し
て
い
た
ト
ル
ク
メ
ン
の
ド
ゥ
ガ
ル
ゥ
（
双
子
）
兄
弟
は
こ
の
日
、

四
十
日
ぶ
り
に
マ
ザ
ー
ル
へ
戻
っ
た
。
誰
の
国
が
何
の
為
に
と
の
疑

念
が
消
え
ず
、
ま
た
北
部
一
帯
に
頻
発
す
る
爆
砕
の
、
こ
れ
も
ま
た

誰
が
何
故
に
と
の
思
い
と
家
族
へ
の
心
配
が
募
り
膨
み
、
二
人
は
職

を
辞
し
、
帰
郷
し
た
の
だ
っ
た
。

　
陽
光
の
下
で
は
青
緑
色
に
輝
く
ア
リ
ー
聖
廟
の
ド
ー
ム
が
こ
の

日
、
夕
靄
の
彼
方
で
平
板
な
シ
ル
エ
ッ
ト
に
見
え
る
。
白
い
鳩
の
群

が
旋
回
す
る
姿
は
変
わ
ら
な
い
。
斑
の
鳩
も
こ
の
群
に
入
っ
て
い
る

と
四
十
日
後
に
は
白
く
な
る
、
と
人
々
は
い
う
。

　
三
月
廿
一
日
、
金
銀
の
テ
ー
プ
を
巻
き
先
端
に
色
と
り
ど
り
の
旗

を
翻
す
十
米
近
い
旗
竿
ジ
ャ
ン
ダ（
１
）が
立
つ
。
人
々
が
集
い
新
春
を
祝

う
祭
は
四
十
日
間
続
く
。

　
兄
弟
の
母
は
四
十
年
前
、
祭
の
初
日
、
難
産
の
末
二
つ
の
生
命
を

こ
の
世
に
届
け
、
自
ら
は
逝
っ
た
。
一
般
に
誕
生
日
を
意
識
し
な
い

こ
の
地
で
、
毎
年
祭
の
初
日
が
二
人
に
と
っ
て
は
当
然
、
特
別
な
日

な
の
だ
っ
た
。

　
騒
乱
の
煽
り
で
店
頭
が
傷
ん
だ
馴
染
み
の
チ
ャ
イ
ハ
ナ
を
見
舞
っ

た
兄
が
戻
り
、
ジ
ャ
ン
ダ
は
例
年
通
り
、
と
伝
え
る
情
報
に
弟
は
表

情
も
変
え
ず
、
黒
皮
の
上
着
に
ヴ
ェ
ル
サ
ー
チ
の
フ
ェ
イ
ク
・
ジ
ー

ン
ズ
と
い
う
今
風
の
身
な
り
の
割
に
老
人
め
き
、
真
顔
の
ま
ま
、
チ
ェ

ル
（
四
十
）、
チ
ェ
ル
と
呟
く
。
兄
は
た
だ
微
笑
し
て
い
る
。

　
マ
ザ
ー
ル
西
南
山
中
の
「
四
十
姫
砦
（
カ
ラ
・
イ
・
チ
ェ
ル
ド
フ

タ
リ
ン
）」更
に
南
の
谷
深
く「
四
十
柱
洞
穴（
チ
ェ
ル
ス
ト
ゥ
ー
ン
）」、

ア
ラ
ビ
ア
の
有
名
な
盗
賊
の
手
下
は
四
十
人
、
こ
の
地
に
限
ら
ず
イ

ス
ラ
ム
世
界
に
四
十（
２
）は
珍
し
く
な
い
。
理
由
は
誰
も
知
ら
な
い
。

　
心
成
し
常
よ
り
濃
い
夕
闇
の
迫
る
廟
の
方
角
か
ら
鳩
の
群
が
兄
弟

の
上
ま
で
飛
来
、
そ
し
て
羽
音
を
鳴
ら
し
、
塒ね
ぐ
らの
あ
る
ド
ー
ム
へ
向
っ

た
。
こ
の
日
最
後
の
旋
回
で
あ
る
。

　
兄
弟
は
手
を
つ
な
ぎ
、
家
へ
向
っ
て
歩
き
始
め
た
。

（
１
）
西
欧
の
メ
イ
・
ポ
ー
ル
に
通
じ
る
春
の
行
事

（
２
）
チ
ェ
ル
の
綴
り
は
一
字
異
な
る
が
同
音
で
「
勝
利
・
栄
光
」

を
意
味
す
る
語
が
あ
り
、
そ
れ
に
通
じ
る
と
の
説
も
。

山田堰（福岡県朝倉市）
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て
あ
る
の
で
す
。
大
き
な
力
を
い
か
に
拡
散
さ
せ

て
い
る
こ
と
か
！

　
も
う
ひ
と
つ
の
技
法
は
、
堰
全
体
に
二
〇
～
四

〇
㎝
の
石
を
突
起
さ
せ
る
よ
う
に
敷
い
た
突
起
石

で
す
。
石
に
水
が
あ
た
り
、
水
は
は
じ
け
る
よ
う

に
拡
散
し
力
を
失
い
ま
す
。
堰
全
体
が
な
め
ら
か

な
面
で
は
な
く
、
石
を
突
起
さ
せ
た
ボ
コ
ボ
コ
な

面
。
ど
の
場
所
を
み
て
も
、
石
に
水
が
ぶ
つ
か

り
、
白
波
を
お
こ
し
勢
い
を
弱
め
る
よ
う
に
働
き

ま
す
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
は
こ
の
よ
う
な
発
想
に

は
至
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
水
の

流
れ
は
勢
い
が
あ
る
も
の
だ
と
考
え
、
機
能
と
構

造
に
よ
り
こ
わ
れ
に
く
く
し
て
い
る
の
で
す
。

　
私
は
建
築
現
場
で
働
く
期
間
が
長
か
っ
た
し
、

よ
く
川
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
の
で
、
建
物
と
、
魚

や
貝
な
ど
の
生
態
に
つ
い
て
考
え
る
の
が
好
き
で

す
。

　
覚
え
る
仕
事
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
並
行

し
て
現
地
で
の
活
動
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
、
河

の
こ
と
、
堰
の
こ
と
、
水
門
、
沈
砂
池
、
土
砂
吐

き
な
ど
、
先
生
が
確
立
し
て
こ
ら
れ
た
工
法
を
理

解
し
、
技
術
の
習
得
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

▼
寄
付
を
し
て
く
だ
さ
る
皆
さ
まへ

＊
当
会
は
法
人
格
を
持
た
な
い
「
任
意
団
体
」
で
す
。

お
送
り
下
さ
っ
た
ご
寄
付
に
つ
い
て
は
税
金
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
予
め
ご
了
承
頂
き
ま
す

よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
事
務
局
移
転
の
お
し
ら
せ

＊
昨
年
五
月
に
移
転
し
ま
し
た
。

　
新
住
所
：
〒
八
一
〇
―
〇
〇
二
三
　
福
岡
市
中
央
区

警
固
二
―
一
―
一
七
　
ハ
イ
ツ
み
か
げ
八
〇
三
号

　（
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
変
わ
り
ま
せ
ん
）

▼
未
使
用
の
切
手
、書
き
損
じハガ
キ（
官
製ハ

ガ
キ
・
年
賀ハガ
キ
）を
お
送
り
下
さ
い

＊
引
き
出
し
の
中
な
ど
に
眠
っ
て
い
る
も
の
を
お
送

り
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
会
報
発
送
等
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
き
大
変
助
か
っ
て
お
り
ま
す
。な
お
、

外
国
の
切
手
は
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

▼
現
地
活
動
を
紹
介
す
る
パン
フ
レッ
ト
を
お

送
り
し
ま
す

＊
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
活
動
を
ご
紹
介
さ
れ
る
と
き

に
お
使
い
い
た
だ
け
る
も
の
で
す
（
払
込
用
紙
が
つ

い
て
い
ま
す
）。
ご
希
望
の
方
は
遠
慮
な
く
事
務
局

に
お
申
し
越
し
下
さ
い
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
Ａ
３
変

形
を
四
折
り
し
た
も
の
で
、
長
形
の
定
形
封
筒
に

入
る
11
・
４
×
22
・
５㎝
サ
イ
ズ
、
カ
ラ
ー
版
で
す
。

東ワーカーが現地で一緒に働くことになる、中村医師、エンジニアディダール、
エンジニアファヒーム、パチャグル現場事務所責任者

医者、川水路を拓く
アフガンの大地から世界の虚構lこ桃む
中村哲用水路建設事業の7年をつづっ
た感動の記録 【5刷】1800円

辺境て診る辺境から見る
【5刷】 1800円

医者井戸を掘る【12刷】1800円

医は国境を越えて【7刷】2000円

ダラエ•ヌールヘの道
【5刷】2000円

ペシャワールにて 【8刷】1800円

アフガン農業支援奮闘記
高橋修・編著 2500円

咽愚者の物語
甲斐大嬢 1800円

福岡市中央区渡辺通2-3-24
石風社電話092(714)4838

人は愛するに足り、
真心は侶ずるに足る
アフガンとの約束 2000円

中村哲／澤地久枝（聞き手）
東京都千代田区ーツ橋2-5-5

岩波書店電話03(5210)4000

天、共に在り
アフガニスタン三十年の闘い
中村哲 1600円

NHK出匿東京都渋谷区宇田川町41-1
電話03(3464) 7311 

価格はすべて本体価格（税別）です
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会
　
　
　
則

①
本
会
の
名
称
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
と
す
る
。

②
本
会
は
、
中
村
哲
医
師
の
パ
キ
ス
タ
ン
北
西

辺
境
州
な
ら
び
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
医
療

活
動
な
ど
を
支
援
し
、
必
要
な
情
宣
・
募
金
活

動
と
と
も
に
ワ
ー
カ
ー
の
派
遣
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

③
本
会
は
、
思
想
・
信
条
に
と
ら
わ
れ
ず
、「
支

え
合
い
」
の
精
神
で
一
致
し
て
会
を
運
営
す
る
。

④
会
員
は
年
額
三
、
〇
〇
〇
円
、
学
生
会
員

一
、
〇
〇
〇
円
、
維
持
会
員
一
〇
、
〇
〇
〇
円

の
年
会
費
を
納
入
す
る
。

⑤
会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
可
能
な
範
囲
で
、
自
ら
創

意
工
夫
し
て
自
由
な
や
り
方
で
支
援
活
動
を
行

う
。

⑥
本
会
は
会
報
を
発
行
し
、
会
報
を
通
じ
て
活

動
を
報
告
す
る
。

⑦
本
会
は
若
干
名
の
理
事
、
監
事
を
選
任
し
、

会
の
運
営
を
行
う
。

⑧
毎
年
一
回
総
会
を
開
き
、
事
業
お
よ
び
会
計

に
つ
い
て
報
告
す
る
。

⑨
本
会
の
事
務
局
を
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ

（
〒
八
一
〇—

〇
〇
二
三
　
福
岡
市
中
央
区
警

固
二—

一—

一
七
　
ハ
イ
ツ
み
か
げ
八
〇
三
号

℡
〇
九
二—

七
三
一—

二
三
七
二
）内
に
お
く
。

●
事
務
局
長
便
り

＊
江
戸
時
代
に
古
賀
百
工
が
完
成
し
た
山
田
堰
（
福
岡

県
朝
倉
市
）は
、
現
地
灌
漑
事
業
の
原
点
の
地
で
す
が
、

訪
問
者
が
相
次
い
で
お
り
ま
す
。
昨
年
春
に
は
ア
フ
ガ

ン
農
村
開
発
大
臣
が
、
年
末
に
は
ア
フ
ガ
ン
大
統
領
特

別
代
行
も
、
霙
と
寒
風
の
中
熱
心
に
見
学
さ
れ
、
そ
の

際
駐
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
日
本
大
使
も
同
行
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
時
の
大
統
領
代
行
の
挨
拶
、「
紛
争
は
職
が

な
い
か
ら
起
こ
っ
て
い
る
の
で
す
。
ア
フ
ガ
ン
で
今
必

要
な
の
は
経
済
活
動
で
あ
り
、
そ
の
基
礎
は
農
業
で
す
」

と
い
う
言
葉
は
印
象
的
で
し
た
。

　
中
村
医
師
の
報
告
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
現
地
事
業

は
ク
ナ
ー
ル
河
の
両
岸
で
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
事
業
の
方
式
と
成
果
に
は
、
ア
フ
ガ
ン
政
府
、
日
本

政
府
、
国
連
関
係
機
関
も
関
心
を
持
ち
始
め
て
い
ま

す
。
今
年
は
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
灌
漑
方
式
が
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
全
土
で
展
開
さ
れ
る
た
め
の
一
里
塚
か
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
を
支
え
る
日
本
側
事
務
局
の
事
務
作
業
も
一

挙
に
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
「
現
地
連
絡

班
」
を
、
専
従
者
五
人
の
「
現
地
支
援
室
」（
仮
称
）

と
し
て
拡
充
し
、
サ
ポ
ー
ト
致
し
ま
す
。

○ぺ
村
か
ら—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

♪

＊
手
に
い
っ
ぱ
い
汗
を
か
い
て
、
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
事
務
局
の
ド
ア
を
開
け
た
の
は
、
ち

ょ
う
ど
一
年
前
の
こ
と
で
し
た
。
一
五
年
前
、
初
め
て

中
村
先
生
の
講
演
を
聞
い
た
時
、
そ
の
理
論
と
実
践
、

そ
し
て
深
い
信
念
と
情
熱
に
心
揺
さ
ぶ
ら
れ
、
自
分
に

も
何
か
で
き
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
一

歩
踏
み
出
す
の
に
長
い
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
が
、
今

で
は
暖
か
い
事
務
局
の
皆
さ
ん
に
囲
ま
れ
て
、
楽
し
く

お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

ア
フ
ガ
ン
の
人
々
に
想
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
微
力
で
す

が
末
長
く
携
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
Ｓ
Ｈ
）

＊
東
京
か
ら
転
勤
で
福
岡
に
戻
っ
て
来
て
ペ
シ
ャ
ワ
ー

ル
会
事
務
局
に
出
る
よ
う
に
な
っ
て
、
一
九
年
が
過
ぎ

た
。
二
〇
〇
一
年
九
月
一
一
日
の
テ
ロ
勃
発
以
前
の

村
は
、
忙
し
い
な
が
ら
も
ど
こ
か
牧
歌
的
な
雰
囲
気
が

漂
っ
て
お
り
、
M
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
が
記
し
た	

「
ペ
シ
ャ

ワ
ー
ル
会
事
務
局
は
地
味
で
煩
雑
な
日
常
作
業
を
日
々

こ
な
す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
う
、
居
心
地
の
良
い
小
さ

な
オ
ア
シ
ス
」
が
ぴ
っ
た
り
だ
っ
た
。
東
京
に
い
た
頃

も
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
関
東
連
絡
会
に
五
、
六
人
が
年

四
回
寄
り
集
ま
り
関
東
地
区
の
会
報
発
送
作
業
を
細
々

と
楽
し
く
や
っ
て
い
た
。
９
・
11
を
機
に
ペ
シ
ャ
ワ
ー

ル
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
急
増
し
、
二
〇
〇
〇
年

以
降
の
大
干
ば
つ
に
対
応
し
て
、
現
地
事
業
の
拡
大
に

よ
り

村
の
作
業
も
急
拡
大
し
、
い
く
つ
か
の
作
業
班

で
分
担
し
て
機
能
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
で

も
、

村
に
集
う
方
々
は
相
変
わ
ら
ず
「
老
い
も
若
き
」

も
「
古
き
も
新
し
き
」
も
皆
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
作

業
を
こ
な
し
、
た
ま
に
開
か
れ
る
懇
親
会
で
時
を
忘
れ

て
楽
し
む
「
良
き
雰
囲
気
」
は
続
い
て
い
ま
す
、
初
め

て
の
方
も
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

村
を
お
訪
ね
下
さ
い
。

（
Ｍ
Ｆ
）

総
会
、
現
地
報
告
会
は
、
原
則
と
し
て
毎
年
六

月
第
一
土
曜
日
に
開
催
い
た
し
ま
す
。


